
韓国元一流競技者のライフヒストリー 

-72- 

５． 韓国元一流競技者のライフヒストリーに関する研究 

 

 
はじめに 

 

 18 世紀から 19 世紀初頭にかけて，イギリスの

ブルジョアジーの独占物であったスポーツは，今

日，世界中の人々によって行われるまでに普及し

た．こうした「スポーツの現代化」注１）の歩みの

中でスポーツは，巨大かつ複雑な社会現象として，

我々の生活の多方面にわたり様々な影響を与える

ようになってきている． 

 P・ブルデューは，現代スポーツの特徴注２）の中

で現在のスポーツは大規模に商品化され，専門化

することによってプロ化（プロフェッショナリゼ

ーション）の進行が目立ってきているという．ス

コット（1971）が18世紀から19世紀初頭にかけ

てのアマチュアの定義にあてはめることができる

トップ競技者はほとんど皆無であると述べている

ように注３），現在，競技者のプロ化が進行している．

各スポーツ集団内における生存競争は激化し，従

って，一人の一流競技者を輩出するためには，多

くの中途離脱者を生む結果を招いている． 

競技生活は，個人の人生の中で，複合的なキャ

リアの中の一つに過ぎない．現在，スポーツ競技

のスキルとテクノロジーの高度化に伴って，スポ

ーツ競技者がスポーツへ傾倒する程度はさらに大

きくなり，そこでは，ある種一般生活から乖離さ

れ，競技に専心することが求められている．その

ような背景を持つスポーツ競技者達が引退後に一

般社会へ参入していくことは，非常に困難な体験

となってしまう場合もある．そういったこととは

裏腹に，これまでに行われてきたスポーツ科学領

域における研究の多くは現役スポーツ競技者を対

象にしてきており，そこでは，スポーツ機能の有

効性のみが論じられてきた．そのような取り組み

と比較すれば，引退後の社会生活への社会化に困

難をきたす元競技者に対してアプローチしようと

する研究は明らかに少ないといえる． 

 韓国においても，昨今の情報化にあって，一流

競技者の活躍は，マスメディアを通じて華麗な栄

光として多くの大衆に知らしめられている．それ

とは裏腹に，競技を通じて蓄積した身体化された

キャリアが引退後に競技者個人にどのような意味

を持ち，その後の個人の歩みにどのような影響を

与えるのかという問題は，これまで充分に検討さ

れてはこなかった． 

 本研究では，韓国の一流競技者としてスポーツ

の卓越に人生の多くを費やしてきた元スポーツ競

技者と彼らを支えてきた関係者達から得られた語

りを中心に，元スポーツ競技者がこれまでどのよ

うな人生を歩んできたのか注４）を明らかにする．

そして，彼らが韓国の社会や文化においてどのよ

うな意味や価値を持ち，スポーツキャリアが引退

後にどのような形で社会に受け入れられていくの

かを明らかにする． 

  

5-1.先行研究の検討 

 

ここでは，既に，韓国・日本・欧米において行

われた，一流競技者がスポーツに関わりを持つよ

うになってから引退後の社会的適応までを扱った

研究を概観する． 

  

1) 韓国の一流競技者に関する先行研究の検討 

 

スポーツ競技者の階層に関する先行研究を通し

てわかることは，儒教思想の影響により韓国の競

技者の家庭の経済的地位が一般的に低いというこ

とである注5）．韓国は 1980 年代から高度経済成長

を成し遂げ，社会全体の階層の底上げが促進され

ており，一言に社会移動といっても，時期によっ

てその状況が異なることは明らかであり，そうい

った年代的な時間差の問題を考慮しなければなら

ないのは自明である．しかし，こうした階層の低

い競技者達が，家族の経済的支援のない状況下に

あってスポーツ競技を始める背景には，彼らがス

ポーツを媒介として上昇的社会移動を志向してい

ることがうかがわれる．  

一方，スポーツへの社会化に関する先行研究の

中では，彼らが最も影響を与えた人物は教師，監

督やコーチとされている．これらの示唆は，質問

紙法による量的な集団調査によって得られたもの
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であり，これらの要因が競技者個人に及ぼす影響

の程度を明らかにするまでには至っていない．ま

た，実際に個々の競技者が具体的にどうやって社

会化されてきたのか，というプロセスも明確にさ

れてはいない．  

 競技引退を課題とした先行研究をみると，韓国

の体育・スポーツ社会学領域において，初めて引

退の問題を取り扱ったのが徐（1997）であり，近

年に至っても，その他の報告をほとんど認めるこ

とはできない． 

 徐（1997）は，「引退したプロ競技者の社会適応

に関する研究」の中で，韓国のプロ野球，プロ民

族相撲，プロサッカーから引退した競技者を対象

とした．そこでは，質問紙と個別面接による調査

から得られた結果より，韓国のエリートスポーツ

は，学校スポーツを母体にし，それに繋がる実業

団とプロスポーツによって支えられていることが

示唆された．しかしながら，そのような高い競技

レベルにあった元競技者が中学校，高校，大学や

実業団，プロから引退する理由は，明らかにされ

なかった． 

韓国の体育・スポーツ社会学領域において，徐

（1997）が果たした役割は大きい．スポーツ競技

者の生活史（life-histories）に注目し，包括的

に競技者を捉えようとした試みは，これまでに類

をみない新しい研究アプローチを提案している．

しかし，彼はスポーツへの参加や引退を生活史の

一部分として捉えることを主張しているものの，

引退の動機や引退後の生活状態のみに注目してお

り，必ずしも競技者自身を包括的に捉えられては

いない．また，彼の行った面接調査の内容も，調

査者によってその項目が限定されており，そこか

らは，個々の元競技者がスポーツ界，周囲の世界

を主観的にどのように捉えているのかについて何

ら明らかにされてはおらず，また，彼らを取り巻

く社会的制度との関連性も考慮に入れてはいなか

った． 

  このように，韓国のスポーツ競技者に関する社

会学的な研究領域において，競技引退を課題とし

た研究は，徐以外は認められず，この領域の研究

が不足していることは明らかである．また，それ

ぞれの研究が社会化，階層，引退など，競技者の

ある一定時期のみを対象とした断片的なアプロー

チであることから，競技者の人生を長いスパンか

ら捉えられてはいない．このような歴史的な観点

の欠如，また，彼らを取りまく社会環境や文化に

ついて検討されていないことは，今後の研究展開

において大きな課題であるともいえよう． 

  

2) 競技引退に関する先行研究の考察 

 

体育・スポーツ社会学領域において，一流競技

者がスポーツ競技を開始するときから引退後の社

会に適応するまでを扱った韓国・日本・欧米研究

を概観した結果，以下のことが明らかになった． 

 第１に，欧米に比べて韓国，日本では元競技者

に対する研究が不足しており，一流競技者に関す

る研究においては，その殆どが現役競技者に向け

られていた． 

 第２に，従来の研究の中では，元競技者がスポ

ーツを始めた過程，競技を継続している時期の問

題，引退後の生活等について，それぞれが断片的

に検討されているに過ぎず，競技者の人生をトー

タルに捉える立場からアプローチしている訳では

なかった．また，競技者が現役時代と引退後にど

のような社会的支援を受けているのか，また，そ

ういった問題を社会の文化や制度と関連づけて分

析している研究も全く認められなかった． 

  

3) 本研究の意義 

 

 本研究は，第１に，競技者がスポーツ競技を始

める時から引退後の社会に適応するまでをトータ

ルに捉えていること，第２に，聞き取り調査によ

って，より具体的な事実を抽出し，それを競技者

自身がどのように捉えているかということを明ら

かにしようとしたこと，さらに，第３に，韓国の

社会，文化，制度などとの関係の中で検討を加え

たこと，など，これまで行われてきた研究報告と

は異なり，より包括的にスポーツ競技者を捉えよ

うと試みている点で大きな意義があるといえる． 

 こういった試みは，従来の競技者に関連した研

究に新たな視点を提供するのみならず，競技者を

支援していく諸制度を再考するための基礎データ

を提供することにもつながるだろう． 

 

5-2. 研究の方法 
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調査は２つの側面からアプローチされた．第１

に，引退した競技者へのインタビュー調査，第２

に，彼らを支援する立場である企業の担当者と競

技者の育成に関わっている国家機関の公務員への

インタビューを実施した．また，必要によって，

元競技者には，２回以上の面接を実施している．

加えて，関連する文書資料（スポーツ関連公共記

録，スポーツ雑誌，新聞等）の収集も行った． 

インタビュー項目の詳細は，以下の通りである．  

 

1) 引退競技者への主なインタビュー内容 

 

①家族関係や家族の経済・文化的な環境 

②スポーツへの社会化における過程 

③特待生としての学校生活 

④社会的な支援の変化 

⑤引退の契機と引退後の生活 

⑥引退後の競技キャリアに対する社会の反応や

理解 

⑦将来の計画 

 

2) 企業や国家の関係者 

 

①スポーツ団の育成の目的や範囲 

②選手に対する支援（報酬，勤務時間，練習時

間，年金，遠征等） 

③引退後の支援 

④競技キャリアの社会的な地位 

⑤韓国社会における一流競技者に対する支援の

問題点 

 

3) 研究の対象 

 

調査対象は，韓国においてかつて一流競技者と

して活躍し，既に引退している競技者を対象とし

た．彼らは，韓国政権がスポーツに力を入れた第

５・６共和国の時代，個人種目の国家代表として

1986 年アジア大会や 1988 年ソウルオリンピック

大会時に競技者としての全盛期を迎えた５名であ

る．以下には対象者の簡単なプロフィールを紹介

する． 

 

（１）Ａ氏 

・年  齢：38歳 

・家族関係：出生時ー父母，７人兄弟の長男 

            現 在ー妻，1男1女 

・出 身 地：韓国全北 

・専門競技の開始時期：中学校３年生 

・競技種目：陸上競技・長距離 

・主な競技成績：81年○○国際マラソン４位，86

年アジア大会金・銀メダル，国家代表経験あり． 

・引退後の状況：引退後にレストランや不動産経

営の後，日本式うどん店を手伝うが98年経営悪

化で閉店．現在はソウル市内の中学校の陸上コ

ーチをしている． 

 

（２）Ｂ氏 

・年  齢：37歳 

・家族関係：出生時ー父母，2人兄弟の長男 

            現 在ー妻，1男2女 

・出 身 地：韓国ソウル 

・専門競技の開始時期：小学校2年生 

・競技種目：スケート短距離 

・主な競技成績：中・高校時には全国１位，国家

常備軍経験あり． 

・引退後の状況：引退後に大学院に進学，修了後

はソウルの東大門で家業（服の卸業）に関わっ

ている． 

 

（３）Ｃ氏 

・年  齢：38歳 

・家族関係：出生時ー父母，２人兄弟の次男 

            現 在ー妻，１女 

・出 身 地：韓国ソウル 

・専門競技の開始時期：中学校２年生 

・競技種目：テコンドー 

・主な競技成績：アジア選手権優勝，国家代表経

験有り． 

・引退後の状況：引退後に師範大学を卒業後中学

校の教師． 

 

（４）Ｄ氏 

・年  齢：37歳 

・家族関係：出生時ー父母，２人兄弟の長男 

            現 在ー妻，１男１女 

・出 身 地：韓国慶畿 

・専門競技の開始時期：高校1年生 

・競技種目：陸上競技・十種競技 
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・主な競技成績：道（県）代表，国家代表経験な

し． 

・引退後の状況：引退後に中・高の陸上競技コー

チを8年間勤務，その後，起亜自動車に入社，

98年退社して現在事業を起こすために準備中． 

 

（５）Ｅ氏 

・年  齢：39歳 

・家族関係：出生時ー父母，2男1女の次男 

            現 在ー妻，１男１女 

・出 身 地：韓国忠南 

・専門競技の開始時期：大学３年生 

・競技種目：陸上十種競技 

・主な競技成績：全国国体４回優勝，国家代表経

験有り． 

・引退後の状況：怪我で国家代表から下ろされ，

大学院に進学．修了後に非常勤をしながらさら

に博士課程に入り，課程修了と同時に大学教授

になった． 

 

5-3. 元一流競技者のライフヒストリー 

 

ここでは，韓国社会におけるスポーツの現状を

踏まえた上で，一流競技者に注目する．個々の競

技者がどのようにしてスポーツと関わり合うよう

になるのか．なぜそのスポーツを続け，そして更

に傾倒していくのか．学校を中心とした競技生活

にはどのような特徴があるか，そして，引退後に

競技キャリアが利用できる進路は何か，蓄積され

た競技キャリアはどのような意味を持っているの

か，引退した競技者はどのように社会に適応する

のか，などについて検討する．本研究では，スポ

ーツへの社会化から引退後の生活までの彼らの人

生をトータルにみていくために，ライフヒストリ

ー法を適用しながら，各引退競技者に対して行っ

たインタビューの内容に対して考察を加えていく

ことにする． 

 

1) スポーツへの社会化 

 

先行研究においては，韓国の一流競技者の「ス

ポーツへの社会化」に最も影響力があるのは教師，

コーチや監督とされているが，その具体的な影響

や社会的な背景は把握されてはいない．ここでは

韓国の一流競技者がどのようにスポーツに参与す

るようになるのかという「スポーツへの社会化」

の過程を，より具体的に，そして社会的背景と関

係づけて分析する． 

 まず，スポーツへの社会化のきっかけについて，

元一流競技者は以下のように述べている． 

 

Ａ：『陸上を始めたのは中学校のとき学内体育大会

でハーフマラソンに優勝．当時の体育教師に「練

習して全北大会（県大会）に出てみろ」と誘われ，

本格的に競技に取り組み始めた．そして，県大会

でも優勝を果たす．陸上競技で有名な高校からス

カウトがあり，そこに進学した．高校ではいつも

１位か２位を争う成績を上げていた…』 

 

Ｂ：『ソウルにある○○小学校（当時：○○師大付

属）２年生から競技を始めた．自分の専門とする

スケート部はなかったが，江原道（寒い地方）か

ら先生が来てくれて特別活動（週１回）としてス

ケートを教わった．動機は父母の勧めではなく偶

然するようになったと思う．学校では，夏は   ロ

ーラースケート場を作り，陸上トレーニングまで

やり，熱心に練習した．しかし，成績は大会に出

ればほとんど，最下位だった．小学校６年生のと

き初めて入賞するようになり，中学，高校では特

待生として全国で１，２位を争ってきた…』 

 

Ｃ：『ぼくが通った中学校には学校が推奨する種目

としてその部（テコンドー）があって，約200名

が部に入ってクラブ活動をしていた．それがきっ

かけだったと思う…』 

 

Ｄ：『高校の時も周りの友達からとか，運動やれと

か支えとかは全然なかった…また…周りの人たち

からも誘いは全くなかった…家族は反対していて

…経済的な力がなかったので何にも言えなかった

…．だけど…それは自分自身の問題だと思っていた

…当時は学校に通うことさえ難しかった…それで，

高校の体育の先生に…「先生と相談して授業料免

除をいただけるなら運動をやります」ということ

で，専門的に競技を始めた…』 

 

 これらのことから，学生競技者を育成する機関

は学校であり，彼らが学校のコーチや監督でもあ
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る教師や非常勤コーチから影響を強く受けている

ことは，先行研究を支持するものといえる．韓国

の一流競技者の「スポーツへの社会化」は，学校

体育が媒体となって行われている．民間クラブが

活性化されていない韓国において，青少年が学校

環境の中で競技スポーツに出会うのは極めて自然

な現象ともいえる． 

 学校が学生にスポーツを積極的に奨励する背景

には，法律による規定があげられる．国民体育振

興法第２章９条により，学生の体力増進と体育活

動の育成のために学校がとらなければならない措

置が定められているのである注6）． 

また，学校側の広報戦略も関わっている．伝統

的に競技者の育成を担当してきた学校では，学校

長や運動部担当の先生の昇進が運動部の成績によ

って左右されている．そのためには，優秀な競技

者を獲得し，高い競技成績をあげることによって，

学校名を宣伝する効果がみられる． 

さらに市，郡，道から推薦派遣されたコーチの

多くは，元一流競技者であることが多い．彼らは，

現役時代に世界のトップに到達することはなく，

国内トップ競技者のひとりとして競技生活を終え

た者が多く，その知名度から制度的なバックアッ

プを受け，コーチとして派遣されている．また，

彼らは，そこでの競技指導によって生計を立てて

おり，自分が指導した競技者が成功することによ

って，奨励金や生活補助金をもらえることになっ

ている．従って，指導する競技者の成績によって

経済的な条件も大きく異なるわけである．そうい

った背景から，彼らは，いわゆる競技力の高い“よ

い選手”を獲得しようと，学校の中で身体能力が

優れた学生を熱心にスカウトし，指導することに

躍起になっている．そこでは，自分が成し遂げる

ことができなかった“世界のトップに君臨する”

という夢を，代わりに自分の指導する選手に果た

してもらいたいという強い意志も持っているよう

であった．  

 中島（1984）が家族とスポーツへの社会化の研

究において，明らかにする必要性がある課題とし

て「家族と同位または上位に仮定される諸要因と

の関連性」を取り上げた．そのような観点からみ

ると，韓国も日本と同様に家族の社会化エー  ジ

ェントとしての地位は低い．これは松村（1984）

が言うように日本では家族生活の一部分としての

スポーツが登場するのは最近のことであり，この

ような傾向にある日本のスポーツが学校を場とし

て展開してきたという歴史的事実があることから，

韓国も日本の歴史的な影響で学校スポーツに重点

を置くシステムになっていると考えられる．しか

し，日本よりも韓国の方がより学校運動部の影響

を強く受けているといえる．それは，韓国の「国

家のスポーツ政策による学校の機能」，「低所得者

階層の学生に対する体育特待生制度による進学機

会の提供」，「指導者によるスカウト」といった要

因によるものと考えられる． 

  韓国の一流競技者は，本人が自覚する前に身体

能力を認められ，スカウトされ，一般学生と異な

るルートを歩むことになる．そういった場合，学

校の運動部の特性から，本来の学校生活に戻るこ

とは難しくなってしまう． 

 

2) 体育特待生の学校生活 

 

韓国におけるスポーツの発展の歴史をみてみる

と，学校の運動部がその中心になってきたことは

明らかであり，多くの中学・高校の全国大会を始

め，各種の競技大会から身体能力の優れた学生競

技者がスカウトされ，体育特待生としての招へい

を受けている．その背景では，“勝つために低年齢

から専門的なトレーニングが必要”とされており，

韓国の学校に存在する体育特待生はジュニアから

トップアスリートを育てるために構成されたクラ

ブ員であると位置づけることができる．  

 こういった体育特待生は，学校において授業を

受けることを免除され，一般学生より学校の体育

施設をより優先的に使用できる．小学校や中学校

までは一般学生と同じく授業を受けているが，こ

ういった状況は，高校に進学する際に大きく変わ

る．中学校での競技成績が全国及び市・道（県）

規模の大会で３位以内であれば，体育特待生とし

て高校に入学できる資格が得られるという． 

 大都市や道（県）には，市立や公立の体育専門

高校があり，そこでは寮生活をすることになって

いる．一般高校に進学した体育特待生の場合，寮

生活をしている学生が多く，スポーツに費やす時

間は，体育専門学校と変わらないくらい多い．そ

して，その高校体育特待生が大学に進学する際に

は，高校での競技成績が全国規模の大会で３位以
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内であれば，体育特待生としての資格を獲得でき

る．しかし，資格を持っていれば誰でも入学でき

るというわけではなく，大学側からの選抜を受け

なあればならない． 

 このようなことから，韓国において学校運動部

員はほとんど“セミプロ”であるといえる．彼ら

は世間からも将来はスポーツで生きていく存在と

して見られており，学校の運動部に所属している

ことで，学校内では一般学生とはある種異なる特

別な存在として扱われている．そのため，学業と

の両立の必要性はなく，また，それを考える必要

もないのである． 

 一方，一般学生の中で運動能力がある学生が入

部することは不可能といえる．それは，学業を放

棄し．厳しい訓練や規律に耐えなければならない

ことを意味しているからである．高校まで競技の

実績がなく，一般学生として大学に入った後，急

成長を遂げ，活躍している日本のトップアスリー

トのような例は，韓国ではありえない．また，学

校外のスポーツクラブで活動する学生が試合に出

るためには，所属する大学の学長の許可証が必要

となる．そういったことを考慮すると，特待生以

外の学生がスポーツ競技で活躍する場は，多くの

制限を受けているといっても過言ではない．  

 高校の体育特待生が大学に特待生として入学で

きる道は極めて狭く，その可能性は低い．大学で

は，学校の広報効果につながるようなトップ級の

高校生競技者しか対象とはしていない．さらに，

その競技者も人気がある種目に集中している．特

待生の対象から漏れた場合，その選手が一般学生

と同じ試験を受けて大学に合格することはほとん

どない．そこでは，競技者であったことは，全く

生かされることはなく，採点の際に，ほんの少し

の加算点が加えられるのみであり，一般学生とし

ての道は閉ざされているに等しい． 

 一旦，体育特待生として大学に入学すれば，ほ

とんどの学生は寮生活を送ることになる．学校の

授業のプログラムへの出席は全く無視され，競技

者の毎日の生活は，練習スケジュールに沿って行

動しなければならない．必要とされる単位の取得

は，学校関係者や体育系教授や指導者の配慮によ

ってほとんど問題とならないのが現状である． 

 しかし，それも改善されつつある．国家代表選

手を支援する団体の関係者は次のように話をして

いる． 

 

Ｆ：『優秀な競技者は学校に行くことはない．頭に

入っている知識も少ない．スポーツばかりしては

ダメだと思う．だから，テルン選手村ではソウル

の学校に所属している学生にはバスを出している．

地方の中・高学生には夜間に先生を招き，一日３

時間くらい勉強をさせている．地方の大学生は仕

方がないが，ソウルの大学生は学校に行かせてい

る．ソウルの大学は，体育特待生への配慮がなく

単位を出さないからね…』 

 

 しかし，大学の特待生だったＢの話では，根本

的な教育システムが変わらないと学業とスポーツ

は両立できないという． 

 

Ｂ：『うちの部は授業に出ろ，出ろと言われたので

出席したが，ラグビー，サッカー部は全く出てこ

なかった…．自分が授業に出ても，基礎がないか

ら，何を聞いても分からない．一般の学生は勉強

して試験で入っているし，教授も一般の学生に合

わせて授業を進めるから聞いていてもわかるはず

がない…．そうだから…授業に興味を感じることも

なく…次第に授業に出ないようになってしまうん

だ…』 

 

 韓国のスポーツ競技者に対して「スポーツバカ」

という社会の意識は，これまでの国家の一流競技

者育成に対する政策や学校側の特待生に対する歪

んだ意識から発生してきているといえるのではな

いだろうか．しかしながら，体育特待生がこのよ

うな社会システムで再生産されることに疑問を感

じる体育の関係者や知識人は少ない．そうシステ

ムのあり方を批判することが，自らの社会的地位

を脅かすのではないかと危惧するからであろう． 

学校運動部はいわるゆ“縦社会”によって成り

立っており，軍隊生活をそのまま真似しているよ

うな嫌いがある．特に，高校や大学の特待生の寮

生活は，まさに軍隊そのものである．寮生活では

ないにせよ，学年差による厳しい“暗黙の”規律

によって学校運動部は成り立っている．運動部の

先輩は絶対的な存在であり，その指図には必ず服

従することが義務付けられている．そういった環

境に耐えることと，競技を続けることとはほとん
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ど並立しているといってよい． 

インタビューの中では，大学時代の生活につい

て，次のような語りが認められる． 

 

Ｂ：『高校までは創立されたばかりの部ということ

もあって，あまり厳しくなかった…しかし，大学

に入ってからは，近くにバットになるようなもの

であれば，何度でも叩かれた…．あまりにもたく

さん殴られたので，運動部を辞めようかと思った

こともあった．３年生になってからは学軍団（学

生将校候補生）の２年次にまた殴られ，軍隊に行

ったら学軍将校先輩にまた殴打された…』 

 

Ｃ：『（先輩に叩かれるのは）毎日の行事だった．

つくづく嫌気が差した…一日に 100 回も殴打され

たこともある…本当に辞めたいと思ってときが何

回もあった…でも，競技が続けたかったから我慢

した…』  

 

実際に寮生活は自分の種目の上級生だけではな

く，他の種目の上級生の干渉を受けた．金(1996)

の報告では触れられてはいないが，その生活は軍

隊の生活そのままであることから低学年生にとっ

てはつらい寮生活となってしまうこともしばしば

ある．そのため多くの競技者が学校を中途退学す

るか，途中に競技をやめてしまうこともあるとい

う． 

 朴(1992)は,大学において体育特待生が授業に

出席しないことを根本的に改善するためには，こ

れに遡る小学校や中学校において，通常通りの授

業出席を義務づけることが肝心であり，さらに，

高校に進学しても競技活動と学業の両立を促すよ

うに，過多の試合と練習量による授業の欠席をな

くすことが望ましいと主張している．また，学校

授業の重要性を感じていない体育特待生が多い問

題については，教育機関，指導者，家族，先輩達

の関心を感化させることがまず必要ではないかと

報告している． 

 そして，金(1996)は，体育特待生の学業活動に

支障がないようにするためには，授業時間と練習

時間の適切な調節，競技シーズンを夏・冬休みに

行われるようにすること，そして，寮生活の効率

的な運営をあげている． 

韓国において，大学体育特待生は，既に中学校

や高校に在籍している時期から学校関係者や周囲

によって“特別な学生”として扱われており，厳

しい寮生活をしながら競技活動に従事している．

そこでは，授業への不参加と引き替えに，スポー

ツをやることに対していろんな特権を享受してい

るといえよう．一方，学業によって競技力が落ち

ることを恐れている指導者がいる．それによって，

中学・高校から大学まで体育特待生として進学し

た学生らは，授業よりもスポーツだけを追求する

ことを許されている．しかし，彼らは体育特待生

としてではなく大学への進学することの難しさ，

途中で競技をやめた後の進路の狭さ，競技者とし

て大学を卒業してもその後の社会進出することが

難しいことなど，様々なリスクを背負っているこ

とを充分認識してはいない．また，そのリスクを

認識できたとしても，競技をやめて学業で一般学

生と競争するためには，教育レベルは低く，遅れ

をとっていることは明らかである． 

このようなことから，スポーツを国威宣揚のた

めに幼いときから身体的に優れた学生を特別に待

遇し，制度的にエリート・スポーツ選手として育

成する国家のスポーツ政策によって維持されてき

た韓国の体育特待生制度には，多くのリスクが伴

っていることがわかる． 

 

3) 社会的支援 

 

 韓国の一流競技者は，現役時代には国家の支援

によって大きく支えられてきている．彼らは，学

歴社会の中にあって，特待生制度によって学歴を

代替獲得している．また，競技成績によっては，

年金や奨励金などを手に入れることも可能である．

しかし，特待生制度による学歴取得も競争が激化

しており，高校特待生から大学特待生入学の際に

は，その2/3は対象者から外されている．国家の

年金や奨励金支援はトップの一流競技者のみを対

象にしており，その数は非常に少ない．その上，

引退後においては国家的支援は全く行われていな

いのが現状である． 

国家の支援に対してＢは次のように語っている． 

 

Ｂ：『個人をスポーツ競技者として育てるのは他の

国よりも韓国は本当に良くやっているのかも知れ

ない…しかし…総合的に見れば正しくはないと思



韓国元一流競技者のライフヒストリー 

-79- 

う．個人を完全に一つの分野の専門家（一方にだ

け通じた道）にしか作れない．その人が競技を辞

めたとき，他のことは何もできないくらいスポー

ツをさせている．個人が引退後その分野で活躍で

きる場を国が用意してくれるのであればよいが…

そうではない場合は社会的に適応することは極め

て困難だ…．現役時代，世界大会で金メダルを取

るところまでいければいいと思っていたけれど…

数日前の新聞に載っていた某選手（オリンピック

金メダリスト）をみればわかるように…結局は，

会社を首なっているからね．生きるためのお金く

らいは儲けたと思っているだろうが…行く末を考

えると悩んでいるに違いない…．また他のことを

やりたいと思っても…他に知っていることもない

し…もちろん同じ道を続けられれば問題はないん

だけれど…それが出来ない場合が問題だ．やはり

他のことは知らないことが問題だろう…異なる道

に行っても成功するようにしなければならないけ

ど…あまりにも国威宣揚だけを考えて競技に専心

化されすぎている．今，大学教授達が競技者にも

勉強させようと主張しているのもこのような主旨

だと思う…他の道に行っても成功するように教育

してやらなければならない…一筋の道だけしか出

来ないようにしてしまっているではないか．そう

ではないか？学校でもお前は運動だけ熱心にやれ

と来たからね！今は，何がいいのわからない…』． 

 

 Ｂがいうように，国家がスポーツを国家宣揚に

利用し，現役選手を支援する点についてはよくや

っているといえるかもしれないが，その結果，作

られたスポーツ競技者は現役を離れると社会に適

応するには困難な状況に立たされることになる．

国家が競技者の人生の全体を考えて，スポーツ政

策を樹立し，展開することが，競技者の引退後の

支援にもなるのではないだろうか． 

 企業の支援も現役の時に集中しており，引退後

には全くなされていない等しい．一方，現役時代

に家族の支援を受けることができるのは一部の種

目に限られている．しかし，家族の支援は引退後

にも経済的・精神的に続いており，元競技者にと

って大きな支えになっていた． 

 現在，国内の経済危機によってスポーツ競技者

は一層厳しい状況に置かれている．従って，国家

や企業の支援に頼ってスポーツに全てを賭けてき

た現役選手は大きな衝撃を受けている．韓国の競

技スポーツが国家の政策によって大きく揺れる現

在の状況から，競技スポーツの基盤の脆さや危険

性を感じ，多くの競技者が職を失いスポーツと関

係のない社会で再スタートしている現状がそこに

は認められる． 

 

4) 引退後の社会生活 

 

 一流競技者が学校を卒業し，競技者として社会に

進出する道は，プロと実業団である．韓国のプロ

スポーツには，サッカー，野球，韓国相撲，バス

ケットボールがある．高校を卒業したトップ選手

がプロに直接入るケースは少なく，野球以外はほ

とんどない．大学を卒業した競技者は，国営チー

ム，金融会社チーム，財閥チームなどの実業団チ

ームやプロに入る．前述した国営チームでは事務

と競技を両立させ，競技引退後は公務員として働

く．しかし，そのチーム数も少ない．金融チーム

は中・小企業が多く，保有している種目は限られ

ている．午前中は業務で，午後に競技練習が組み

込まれている．そして，引退後は金融各社の行員

として働けるようになっている．財閥企業チーム

は，大学のトップ選手を莫大な金額の契約金でス

カウトするが，引退後の就職においてはいくつか

の例を除き保証されてないのが現状である． 

 知名度がそれほど高くない競技者の場合，競技

キャリアがさらなる高学歴取得に結びつかなかっ

たり，あるいは，その競技キャリア自体が，生か

されないこともしばしばある．そのような者の場

合，引退後，社会に適応することが困難を極めて

しまう． 

 そういった一流競技者が，引退後の社会に適応

していく過程は三つに分けて論じることができる． 

 一つは，競技キャリアを生かしてスポーツ関連職

業に留まるケースである．このケースの場合は，

自分の競技のコーチ，審判，学校の教師などであ

るが，コーチの場合はほとんど自分が活躍してい

たプロ球団や実業団で指導者に就く．徐（1997）

の，スポーツ関連職業に就いた元プロ選手のイン

タビュー調査では，現在の職業での不安事項とし

て「一生の職業ではない」，「報酬が少ない」，「勤

務環境が悪い」，「自分が全てを処理しなければな

らない」，「新しい環境への適応」などを順番に上
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げている． 

 実際にコーチとして８年間勤務した経験がある

Ｇさんはコーチの職業について次のように語って

いた． 

 

著者：運動していた頃は，将来的に運動に関わっ

ていこうということは考えなかったんですか？ 

 

Ｇ：『そうですね，なかったです．それはなぜかと

いうと....自分がコーチ達のことを，よく見てい

たから....コーチもしたけど，コーチの収入って

いうのは…ものすごく低いんです．家族を養いな

がらコーチをするのは無理…そういうことで…あ

の…お金をも儲けるということにかけた…かけて

自動車会社に入った』 

 

  引退後に競技指導者として職に就くことは，一

見，順調な適応に見えるが，諸々の条件が悪い上

にその職を継続できるかどうかは指導した競技者

の成績によって決まる場合が多い．そのようなこ

とから，これを一時的な職業に過ぎないと考える

者が多いことも頷ける． 

 二つ目は，企業の競技者として活動し，スポー

ツと関わりがない職業に就くことである．その際，

次のようなインタビューから，元一流競技者は営

業部門に就く場合が多いようである． 

  

著者：一流競技者が引退した後，その競技キャリ

アが社会にどのように生かされると思いますか？ 

 

スポーツ協会関係者：『現役時代に相当な成績を挙

げた競技者は，引退後，相当な評価を得ている．

なぜなら競技をする精神・闘志そして執着力…こ

のようなものが職場で生かされており，いい評価

を得ているのだと思う．例えば，ロサンジェルス・    

オリンピックの金メダリストは，ある会社で課長

をしているが，実績が全国１位であるという．つ

まり....保険に加入させる数が全国１位になるく

らい....そのような元競技者もたくさんいるんじ

ゃないかな…』 

 

著者：名声があるから営業職で社会の看板として

歩き回り，顔で実績をあげることがあるのでは…． 

 

スポーツ協会関係者：『そう，顔だけではなく，自

分も努力するから…．相当な成績を挙げた競技者

はそうだな...,それは運動を熱心にやったからそ

のような成績を挙げたわけだから...我が国がス

ポーツで全種目に渡って上位にランキングされた

わけではなく一部だけがランキングされており，

平等に発展してない．大部分の選手は職場で熱心

に働いている．例えば，元一流選手はある会社に

は6，7名いる…彼らを西大門ある地域へ団体で派

遣してみたら，成績がものすごく上昇した…．会

社側としても本当に喜んでいる．運動もするし，

仕事もできる…それは本人の意志によることで…

スポーツをやるときの情熱があれば成功すると思

う．ある競技者は…引退して…学位をとって大学教

授になっているからね…．』 

 

 このような元競技者は，主として競技で培った

精神力を武器に，仕事の面でも活躍している．ま

た，営業職では，かつて有名競技者であったとい

う名が大きなメリットとなっている．しかしその

一方で次のような意見もある．金融会社所属のサ

ッカー選手として活動し，引退後には銀行の行員

として働いているＦ氏は次のように語った． 

 

Ｈ：『最初は，講演をやって回ったり，大きな商談

に付いていって知名度を生かして契約を取り付け

たりしたが…5年くらい過ぎて，ようやく行員とし

て働きはじめ…今こうしてやっと支店長になれた．

今まで競技者出身で入社し，最も出世したのが支

店長までで…僕を含めて３人しかいない．業務職

は難しいから辞める人も多い…』 

 

 一流競技者は，いわゆる体力とバイタリティー

が生かされる営業職では活躍できるが，知識や管

理能力が必要とされる管理職では通用しないのが

定説となっている．そこでは，大きな出世は望め

ないのである．従って，専門的知識などが求めら

れる事務職には適応できないことも多いようだ． 

 三つ目は，特待生として大学を卒業し，同時に

スポーツと関わりがない職業に就くケースである．

ほとんどの特待生がスポーツキャリアを生かすこ

とができずに社会に出ていく．プロや企業にスカ

ウトされない人は，競技キャリアを生かして企業

に就職することは難しい．一部は中学・高校のコ
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ーチや監督になるが，それ以外は家の事業を引き

継ぐか，個人で事業を興すか，もしくは，営業職

に流れるケースが多い．その際，頼りになるのは，

ほとんどの場合が競技生活の時の知人たちの人脈

である． 

 ところで，彼らは，自身の競技体験をどのよう

に捉えているだろうか．それに関連して，競技キ

ャリアが社会生活に役に立つかという質問に元一

流競技者は，以下のように答えている． 

  

Ｂ：『一流競技者だった人は…社会でもよく生活し

ていると思う…．これは一流競技者ではなかった

者が社会に適応していないという話ではなく…か

つて一流競技者であった者が，自分の生活を充実

させている…一生懸命に生活している人も中には

見かける．一人前の競技者になろうと熱心に努力

してきたことが，何らかの形で社会にもよく役立

っていると思う．個人的にはいい経験をしたなと

思う…こんなことは，他の人では経験できない…挫

折したときや辛いとき，他の人もやっているのに

僕はなぜダメなのか…そんなふうに精神力が辛い

とき…うまく行かないとき…我慢して乗り越える

力は競技生活で養われたと思うから…精神的な面

では大きなプラスになったと思う…』 

 

A：『人々は競技やっているときはよく声をかけて

くれた…しかし，時間が経って…今となっては，声

をかけてくれることも少ない．競技者ではない今

は…「お前には何にも無いじゃないか」という目

でみているように思う．競技をやっているうちは

有名だった…しかし…現役でなくなったときは一

般人と何ら変わりはない…』 

 

 これらのことから，現在の生活状況が悪くても

一流競技者であったというプライドを持っており，

競技生活に対して肯定的なコメントを得ることが

多かった．引退後，就職をした初めのうちは競技

キャリアが周囲に高く評価されても，時間が経過

するに連れて社会的な知名度が薄れていき，結局

は，競技キャリアは認められなくなっていくよう

である． 

 

5-4. まとめ 

 

 スポーツ選手のプロ化が進む中で，一人の一流競

技者が輩出される裏には多くのスポーツ競技者の

途中離脱がある．さらに，頂上に至る一人の一流

選手が誕生するためには，選手やコーチの個人レ

ベルでの努力はもちろんのこと，国家的，社会的

に強力なバックアップは不可欠であろう．事実，

歴史が浅い韓国の競技スポーツが世界でスポーツ

強国といえるまでに急成長したのは，国家の強力

なバックアップがあったからこそといえる．第３

共和国以後，国家が政策的に学歴社会を利用した

体育特待生制度，年金制度，兵役特恩制度などで

競技スポーツを支え，短い期間の中で過去４大会

のオリンピックで世界ランクの 10 位内に入る好

成績を収めているのである． 

ライフヒストリーからみると，韓国一流競技者

達の中には，韓国社会の中で恵まれない家庭に生

まれた者が多く，競技を始めるようになったきっ

かけは学校のコーチ・監督，教師，父母の勧めに

よることが明らかとなった．彼らは，中学校と高

校の進学の際には，体育特待制度によって試験が

免除され，授業料や奨学金を受けていた．学校生

活において体育特待生は，ほとんど午前中のみ授

業を受け，午後には練習が行われており，特に，

重要な試合の前には，ほとんど授業に出席しなか

った．それが影響して，一般学生との実力差は開

く一方で，たとえ授業に出席したとしてもその内

容についていけず，結局，学習への意欲をなくし

てしまうことが多かったようである．また，大学

に体育特待生として進学するためには高校での競

技成績が全国規模の大会で３位以内に入らなくて

はならず，そうなると，高校の体育特待生の約３

分の１しか大学に進学できなくなる．それも，バ

スケットボールや野球などの比較的人気のある種

目の競技者が中心であった．高校や大学の体育特

待生は寮生活が義務づけられている学校がほとん

どであるが，その寮生活の規律は軍隊生活の多く

と類似しており，特に下級生にとっては，過酷な

生活であるといえる．これが原因で中途離脱する

ものも少なくはない．大学卒業後の社会進出は，

一部のプロや実業団に限定されており，特に，希

望通りの進路先が得られるのは，比較的人気のあ

る種目の高い競技レベルの競技者や世界大会で入

賞した競技者に限られていた． 

引退後に，大学卒業のキャリアを利用して，大
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学教授になった者もいるが，その数は極めて少な

い．また，競技者としての名声を利用し，企業の

宣伝塔としてステータスの高い職に就いている者

もいる．このようなケースを踏まえると，韓国に

おいて，高い競技キャリアは，上昇的な社会移動

を可能にすることが認められる．しかし，そうい

った競技成績による知名度は，社会進出直後には，

生かされることがあっても，大抵の場合，時間の

経過と共に薄れ，次第に役に立たなくなってしま

う． 

韓国の元一流競技者のライフヒストリーを探っ

てみると，彼らは，幼いとき身体能力が優れた特

別な存在としてスカウトされ，競技キャリアを継

続していくことがどれほどのリスクを含んでいる

のかを知らないまま，競技に傾倒していった嫌い

がある．国家の国威宣揚のために学歴を利用した

特待生制度や，オリンピック・世界大会への入賞

による年金制度，兵役免除制度などを介して，社

会的な出世のために競技キャリアを利用する者も

いる．スポーツ競技が国家の政策として利用され

た結果，韓国の競技スポーツ界は大きなリスクを

内包したギャンブル性の高い世界になったのでは

ないだろうか． 

また，国家の国民体育向上のため存在するとい

うエリート・スポーツや学校の体育特待生制度は，

教育を受けることの軽視を促し，一般社会からの

乖離を伴い，益々競技者達の社会適応を困難にし

ていると考えることができる．韓国のスポーツ競

技界の将来を見据えるとき，国家やスポーツ関係

者は，個々の競技者がスポーツを通じて蓄積した

キャリアを，如何にして社会に活用できるかにつ

いて検討すべきであり，そういったことを可能せ

しめる制度的な支援対策を講ずるべきであろう． 

 

 

注 

 

1）現代をスポーツが「経済」・「政治」の世界に大きく影響を

及ぼす時代としてみている．こうしたスポーツと他の領域

の相互浸透に対して「スポーツの現代化」と定義している．

しかし，「するスポーツ」の量的な拡大は頭打ちである一

方，「見るスポーツ」の肥大化が顕著である．これは，「メ

ディア・イベント」が人々のスポーツ消費を拡大し，そう

した創られた「スポーツ需要」がこの「現代化」を加速し

ているのである．（松村和則，佐藤利明『「スポーツの現代

化」と地域振興ー南会津地方におけるスポーツディベロッ

プメントの社会学的実証研究ー』，筑波大学「スポーツの

現代化」研究会，pp.1-4.1991 年.松村和則，「『過剰』な

る現代社会と身体・スポーツへのパースペクティブ」，『山

村の開発と環境安全』，pp.234-256.1997年.） 

 

2）現代における近代スポーツの特徴に関してスポーツの生産

と消費，あるいはスポーツの需要と供給とのあり方が変わ

ってきているという視点の下に，ブルデューは「スポーツ

が貴族から庶民のものになったことと，見るスポーツとす

るスポーツがすっかり分かれて行くようになったこと，ア

マチュアリズムからプロフェッショナリズムへの変化が

起きていること」この三つの現象を上げている．（田原音

和，「スポーツはどんな社会現象か」，『スポーツ社会学研

究』，p.1，1993.） 

 

3）純粋なアマチュアリズムは，(1) 公正な競争を実現するた

めに費やす時間とエネルギーを，適度なスポーツ練習とい

う限界内に制限することに同意しなければならない．(2) 

自分のスポーツ種目に関連がない職業を持ち，時間とエネ

ルギーと興味の大部分をその職業に費やす人である．(3) 

選手が名声を利用して資金を得ることを禁止することで

ある．（J.スコット著，片岡暁夫訳，『現代スポーツへの警

告』，不味堂出版，pp.131ー144，1976.） 

 

4）トーマスとズナニエッキは「生活史（ライフ・ヒストリー）」

を社会理論形成のためのデータを提供するものとして使

っている．生活史を用いる利点としては以下の四点に利用

されていると論じている．第１に，態度と価値を特徴づけ

る基本的な役目に優れた力を発揮する．第２に，抽象的社

会法則を確かめる法則定立的な目的にもよく適ったもの

である．第３に，ある態度の来歴を跡づけることができ，

一連の経験を通してその進化を理解することができるこ

とである．第４に，個人的進化の全過程を理解し，そこで

社会的パーソナリティの性質を確かめ，それを一つの類型

として特徴づけるという特有な価値を持っている．（W.I.

トーマス・Fズナニエツキ編著，桜井厚訳，『生活史の社会

学』，御茶の水書房，pp.186-189,1983.） 

 

5）上流社会階層が自分の子どもを運動選手にさせない理由と

して三つを上げている．一つは，人間の精神を崇めて労作

を卑しい職とする伝統的な価値観により，身体活動を主に

するスポーツ人は理解されず，また運動生活は他の知的生
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活に比べ経済的，社会的に将来性が無いされていること．

二つ目は，運動生活を終え，社会に進出したとき職業や身

分がほとんど保証されていないこと．三つ目は，運動によ

る障害に対する対策の不備，学校の成績と無関係に特待生

にし，社会の低所得者が掛け金としてスポーツに参加する

こと．権寧集，「運動選手の社会階層の調査分析」，漢陽大

学教育大学院修士論文，1983年. 

 

6）国民体育振興法第２章第９条は次のように定められている．

第９条（学校及び職場の体育振興）：①国及び地方自治団

体は，特に学校及び職場の体育振興に必要な施策を講究す

べきである．②学校及び大統令が定める職場は，学生及び

従業員の体育振興に必要な措置を講究し，体育振興管理委

員会を設置し，学生及び従業員の体育を指導管理しなけれ

ばならない． 
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